
  

                                       

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

令和３年１０月 

第 ４ ２ ３ 号 

 

 ９／１の良き日に 

 「大湫神明白山神社例祭・山車行事」 

 の市無形民俗文化財指定が伝達され 

 ました。 

     

 

瑞浪北中から育てた花の苗をいただきました。 

おもな内容 

・大杉保存活用プロジェクト      ‥p１～２ 

・ふる里の祭りが無形民俗文化財に  ‥ｐ３ 

・敬老の日 おめでとうございます ‥ｐ４ 

・公民館講座『大杉で作品づくり』 ‥ｐ５～６          

・大杉の倒伏について       ‥ｐ７ 

・丸森だより 

・お知らせ 
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ふ
る
里
の
祭
り
が 

無
形
民
俗
文
化
財
に 

 

今
年
も
裏
田
の
稲
は
黄
金
色
に
染
ま
り
、
秋

の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
例
年

の
今
頃
は
祭
り
の
準
備
で
心
躍
る
時
節
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

と
昨
年
七
月
に
倒
木
し
た
大
杉
に
よ
り
、
神
輿

や
笛
太
鼓
な
ど
の
祭
り
用
具
が
損
壊
し
た
た

め
、
昨
年
今
年
と
山
車
・
神
輿
の
巡
行
を
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

そ
ん
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
「
大

湫
神
明
白
山
神
社
例
祭
・
山
車
行
事
」
が
瑞
浪

市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
こ
の
行
事
を
町
民

の
皆
さ
ん
で
守
り
続
け
て
き
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
の
指
定
で
あ
り
、
大
変
有
難
く
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
反
面
、
今
後
継
承
継
続
し

て
い
く
こ
と
を
課
題
と
し
て
取
り
組
む
必
要

も
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
度
中
に
は
神
輿
も
修
復
し
、
太
鼓
等
の

道
具
も
新
調
す
る
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。
来
年

こ
そ
は
コ
ロ
ナ
も
収
ま
り
、
新
な
気
持
ち
で
祭

り
が
盛
大
に
行
え
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
文
化
財
指
定
を

い
た
だ
き
ま
し
た
瑞
浪
市
教
育
委
員
会
、
文
化

財
審
議
委
員
会
の
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

大
湫
町
神
明
白
山
神
社
例
祭
保
存
会 

会
長 

小
栗 

司 

 
伝
達
さ
れ
た
文
化
財
指
定
書 
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大湫在住の７５才以上の方（施設に入所の方は人数に入っていません） 

 

足又区 男性 7人  女性  10人 

西 区       8人       11人 

北 区       7人        8人 

神田区     8人       11人 

                      計 30人       40人 

 

昨年より２名増え、７０名です。 

お身体大事にして長生きしてください。 

 

今年も昨年同様、敬老の日の記念品を９月２０日の敬老の日に配布しました。 

社会福祉協議会大湫支部長・民生委員（３名）・主任児童委員（１名）・福祉委員

（４名）・各区長（４名）の皆さん１３人で配布してもらいました。

 

敬老の日 おめでとうございます。 

 

 

 

  

 配付ご苦労様でした。 
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大
杉
を
使
っ
て
の
作
品
作
り
を
、
彫
刻
家
の
天
野
裕
夫

さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

２５
日
は
、
大
杉
の
枝
を
選
び
，
粘
土
を
つ
け
て
形
を
作

り
ま
す
。 

翌
２６
日
は
、
一
日
置
い
た
粘
土
が
乾
燥
し
て
い
る
の
で
、 

白
い
粘
土
に
色
を
付
け
完
成
で
す
。 

 

大
杉
で
作
品
作
り 

 
 
 
 
 

三
年 

 

S
・
S 

  

８
月
２５
日
、
２６
日
に
大
湫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
、
ね
ん
土
で
作
品
を
作
り
ま
し
た
。
２５
日

は
、
母
と
妹
と
ぼ
く
で
さ
ん
か
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
大
杉
を
え
ら
び
ま
し
た
。
大
杉
が
き

り
ん
に
見
え
た
の
で
、
き
り
ん
を
作
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。 

 

大
杉
に
ね
ん
土
で
、
足
と
し
っ
ぽ
を
作
り
ま

し
た
。
し
っ
ぽ
は
、
天
野
さ
ん
が
ビ
ス
を
つ
け

て
、
ね
ん
土
を
つ
け
や
す
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

２６
日
は
、
じ
い
じ
と
ぼ
く
と
妹
で
さ
ん
か

し
ま
し
た
。
２５
日
に
作
っ
た
作
品
の
ね
ん
土

に
色
を
ぬ
り
ま
し
た
。
か
ん
せ
い
し
た
時
、「
や

っ
と
つ
く
れ
た
。
」

と
思
い
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
で
す
。 

                

大
杉
で
作
品
作
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

須
山 

秀
樹 

 

大
杉
と
粘
土
で
作
品
を
作
る
と
い
う
企
画

に
参
加
を
す
る
事
の
き
っ
か
け
は
、
木
と
粘
土

が
ひ
っ
つ
く
の
か
と
い
う
疑
問
と
興
味
で
、
参

加
を
決
め
ま
し
た
。 

 

作
品
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
カ
エ
ル
」
を
作
る

つ
も
り
で
い
ま
し
た
が
、
当
日
、
木
を
見
る
と
、

思
う
形
の
物
が
な
く
、
そ
れ
に
近
い
物
で
作
品

を
作
り
出
し
た
所
、
粘
土
は
軟
ら
か
く
思
う
様

に
い
か
ず
、
形
も
全
然
思
っ
て
い
た
物
が
出
来

ず
、
手
と
足
を
付
け
て
終
り
ま
し
た
。
家
に
持

ち
帰
っ
て
頭
は
「
カ
エ
ル
」
と
は
違
う
「
ワ
ニ
」

に
な
り
、
ど
う
に
か
作
成
し
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
、
着
色
の
日
で
、
着
色
も
薄
め
の

方
が
良
い
と
説
明
が
あ
っ
た
も
の
の
、
い
ざ
着

色
を
始
め
る
と
、
薄
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
濃

い
着
色
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
薄
い
の
は

俺
の
頭
だ
け
で
い
い
の
だ
！！
と
思
い
つ
つ
作

業
を
続
け
、
出
来
た
の
が
「
ワ
ニ
」
が
空
に
向

か
っ
て
叫
ぶ
「
コ
ロ
ナ
の
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」
の
作

品
が
出
来
ま
し
た
。 

８
／
２５
・
２６ 

公
民
館
講
座 

『大
杉
で
作
品
作
り
』 
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約
二
年
あ
ま
り
、
コ
ロ
ナ
に
は
全
世
界
の

人
々
が
、
い
ろ
ん
な
事
で
思
い
悩
ん
で
い
ま
す
。

早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。 

          

 

この、大杉の枝から想

像力を働かせ粘土を

付けた時、何になるか

を考えながら枝を選

びます。 

 

あまの 
天野さんの作品

見本.。スゴイ！ 

 

大杉の枝に粘土を付

けて形をつくりま

す。 

 

釜戸駐在所の人事異動 

豊田 裕也さん今まで有難うございました。 

１０月１日から、片桐 正論さんに交代されます。 

よろしくお願いします。 
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大
杉
の
倒
伏
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

天
野 

長
三
郎 

  

大
湫
宿
の
中
心
に
あ
っ
て
樹
齢
千
三
百
年

と
言
わ
れ
て
き
た
が
実
は
六
百
七
十
年
、
風
雪

に
耐
え
て
き
た
ご
神
木
が
、
ま
さ
か
倒
木
す
る

と
は
誰
も
が
予
想
だ
に
し
て
い
な
か
っ
た
。 

 

町
民
に
と
っ
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
と
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
を
受
け
、
二
重
苦
に
町
民
は
困
却

し
て
き
た
。 

 

一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
と
、
神
明
神
社

の
復
旧
を
い
の
る
毎
日
が
続
い
て
い
る
。 

 

昭
和
六
十
年
、
神
明
神
社
の
氏
子
総
代
と
し

て
改
修
に
奉
仕
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
何
も
か
も

が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
又
祭
事
に
必
要
な
楽

器
も
ほ
と
ん
ど
使
用
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。 

 

何
よ
り
残
念
な
の
は
、
神
輿
が
破
損
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
付
属
建
物
は
順
次
整
備

す
れ
ば
よ
い
が
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
た
御
神
木
で
あ
る
。
一
六
〇
四
年
、
中

山
道
が
造
成
さ
れ
る
時
、
二
百
五
十
年
を
経
て

す
で
に
大
杉
に
な
っ
て
い
た
。 

 

住
人
は
鎮
守
の
森
を
祀
っ
て
心
の
拠
り
所

に
し
た
の
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
大
杉
を
目
標

に
、
西
の
琵
琶
峠
、
東
の
十
三
峠
と
道
路
奉
行

大
久
保
長
安
が
工
事
を
進
め
た
と
想
像
す
る

時
、
シ
ン
ボ
ル
の
役
を
務
め
た
大
杉
に
改
め
て

頭
が
下
が
る
。 

 

慶
長
八
年
、
宿
駅
制
度
に
よ
り
四
十
戸
の
新

宿
と
し
て
発
足
し
た
。 

 

高
地
に
つ
く
ら
れ
た
大
湫
宿
を
悩
ま
し
た

の
は
火
事
で
あ
る
。 

 

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
年
）
に
発
生
し
た

大
火
は
宿
を
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
茅
葺
の
建

物
は
ま
た
た
く
間
に
焼
け
て
し
ま
っ
た
。
大
火

の
知
ら
せ
は
一
早
く
江
戸
幕
府
に
知
ら
さ
れ

た
。 

 
そ
の
後
百
二
十
年
、
文
政
七
年
に
も
三
十
二

戸
が
焼
け
る
火
事
が
あ
り
、
そ
の
復
旧
の
二
年

後
、
再
び
五
十
七
戸
が
焼
失
す
る
大
火
が
起
き

て
い
る
。 

 

そ
う
し
た
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
大
湫

宿
、
平
穏
な
日
々
に
喜
ん
で
い
た
が
、
今
回
は

予
期
し
な
か
っ
た
災
害
が
発
生
し
て
し
ま
っ

た
。 

 

丸
森
の
整
備
、
新
森
の
改
修
と
、
市
の
配
慮

を
頂
い
て
宿
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
最
中
に
、

シ
ン
ボ
ル
の
大
杉
の
倒
伏
は
先
人
も
驚
い
て

い
る
だ
ろ
う
。 

 

先
人
の
苦
労
を
思
う
と
町
民
が
力
を
合
わ

せ
れ
ば
必
ず
復
旧
は
出
来
る
と
思
う
。 

 

県
や
市
の
援
助
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
寄
付

に
よ
っ
て
全
国
よ
り
資
金
援
助
も
す
で
に
集

ま
っ
て
い
る
。 

 

何
よ
り
心
強
く
思
う
の
は
、
町
内
の
若
者
達

が
宿
の
将
来
に
向
け
力
を
合
わ
せ
頑
張
ろ
う

と
話
し
合
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

二
年
前
に
帰
郷
し
た
愚
息
は
彫
刻
で
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
を
作
る
こ
と
を
大
杉
再
生
検
討
会

議
で
賛
成
を
得
た
と
言
っ
て
計
画
し
て
い
る
。

し
か
し
兎
塔
と
は
と
町
民
よ
り
尋
ね
ら
れ
て

「
兎
は
大
湫
宿
に
安
寧
を
も
た
ら
す
神
の
使

い
で
大
湫
宿
の
将
来
に
幸
運
を
も
た
ら
す
も

の
と
思
っ
て
い
る
。 

 

余
命
少
な
い
者
に
と
っ
て
一
目
見
て
こ
の

世
を
去
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 
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令和３年９月 30日現在  

 

９月の丸森の状況と訪問者                                    

コロナ禍第 5波に当たり、8/27には岐阜県にも「コロナ緊急事態宣言」が発出された。

丸森も 9/12 までの臨時休館となり、さらに、休館は 9/30 まで延長された。 

不要不急の外出、県をまたいでの移動の自粛が求められてはいたが、2度のワクチン

注射の安心感からか、自粛ストレスの発散か、大湫宿を訪れるお客様は少なくなかった。 

 

１０月の丸森の企画 

●引き続き『丸森常設展 Ⅰ』 【4/5～１０/30】 

＊竹細工による丸森 1/50模型 ＊大湫町コレクションによる茶陶展 

●『想い出の大湫小学校展 Ⅱ』 【10/1～11/７】  

＊昨年に引き続き、旧大湫小学校の生徒の卒業制作等の展示。 

＊会期中、「大湫町の想い出アルバム」を展示。 

＊皆様のリクエストに応じて、懐かしの「安藤秋義コレクション」を上映。 

●神明大杉部材活用の一環として、三戸憲和氏作①大杉スプーン＆フォーク（\500） 

⓶フォーク 5本入(\600) ③マドラー5本入(\600)を丸森にて販売します。製作経費を

差し引いた収益の全額は大杉の再生復興資金に寄付されます。ぜひご利用ください。 

 

 

 

 

 

９月２４日、瑞浪北中学校の生徒が育てた花の苗、マツバボタン・ニチニチソ

ウ・インパチェンス等ポット 5鉢を、地元在住の生徒達に届けてもらいました。

ありがとうございます。たくさん花が咲くように、大事に育てたいと思います。 

１つづつの鉢には、心のこもったメッセージが書かれています。 

公民館では大きな鉢に寄せ植えしました。たくさんの方に見て頂きたいと思い

ます。 

瑞浪北中学校の生徒が育てた花の苗をいただきました。 

ありがとうございます。 

９月の丸森だより 
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寄せ植えにしました。大きく育ち、 

花がいっぱい咲きますように！ 

 メッセージをありがとう！！ 



１０ 

 

 

 

大湫公民館・大湫町コミュニティ推進協議会からのお知らせ 

 
 リ・アップ “ひよも” だより 

１０月のひよも活動 

   緊急事態宣言が解除された時に行います。 

 生活安全課 交通指導員による出前講座 

 『高齢者交通安全教室』 

日 時 ：１０月６日（水）９：４５～１０：４５ 

場 所 :大湫公民館 講堂 

参加費 ：無料 

 おしゃべりサロン『こぶし』(100円コーヒー) 

当分の間お休みさせて頂きます。 

 大湫宿お休み処 

１０月の営業日 

３日・１０日・１７日・２４日・３１日（日曜日） 

 ※当日（お急ぎ）の予約は、丸森(☎０５７２－６３－２４５５)へ 

お願いします。 

 ご招待券あります 

（公民館にあります。利用される方は取りに来て下さい..） 

・令和３年度特別企画 『今日から防災』 10枚 

期間:令和３年１０月８日～１２月１２日 

場所：岐阜県博物館 

・天野裕夫 彫刻展 15枚（１枚で２名入場できます） 

  期間：令和３年９月３０日～11 月 14日 

  場所：瑞浪市市之瀬廣太記念美術館 

・国際陶磁器フェスティバル美濃‘２１  10枚 

  期間：令和３年９月３０日～１０月１７日 

  場所：セラミックパーク MINO 

・台湾現代陶芸の力   ２枚 

  期間：令和３年９月３０日～１０月３１日 

  場所：岐阜県現代陶芸美術館 
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皆さん、たくさん利用

してください。 

＊集まろう会はお休みさせていただきます。 

 オススメ!! 大湫分室の本 

『剱岳 線の記』       高橋 大輔：著 

                朝日新聞出版：刊 

 明治時代、前人未到といわれた剱岳に初登頂。誰もがそう思

っていたら、そこには平安時代の遺物が。登山道具のない時代

に一体どうやって。著者が謎に挑む。 

 ８月の大湫分室 貸出人数：１６人 貸出冊数：５２冊 

 青色回転灯防犯パトロール 

１０月のパトロール予定者 

１０月上旬 桐井 賢次 ： 柘植 巧 

１０月下旬 河端 聖哉 ： 三浦 信之 

 デマンド交通 

利用者（大湫～日吉東部） 

８月：２６便延べ３６名（稼働率 20.6％） 

 

 

公民館講座 

『苔玉・寄せ植えを作ろう』 

山口雪子さんに教えてもらい作ってみよう！！ 

 

日時 ： １０月２５日（月） 

      ９：３０～ 

場所 ： 大湫公民館前 

      (雨の時は、大湫公民館ロビー) 

参加費： 無料 

持ち物： 植えたい植物 

      寄せ植えを作る人は、植木鉢 

      エプロン・手袋等 

土・苔は用意します。 

１０月１５日（金）までに申し込みをお願いします。 

 

主催・大湫公民館 共催・寿大学 

 

お問合せ 大湫公民館 

     ６３－２３６０ 

         



１２ 

 

区
長
日
記 

コ
ロ
ナ
禍
第
５
波
の
到
来
を
受
け
た
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に

よ
り
、
市
内
の
す
べ
て
の
公
民
館
が
９
月
中
閉
館
と
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
各
種
会
議
の
開
催
が
不
可
能
と
な
り
、
大
湫
町
の
自
治
活
動

も
停
止
状
態
で
す
。
必
要
最
小
限
の
打
ち
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
昼

間
の
野
外
開
催
を
試
み
ま
し
た
が
、
日
照
り
に
雨
に
蚊
に
と
悩
ま
さ

れ
、
事
業
の
進
捗
は
牛
歩
の
ご
と
く
で
す
。
協
議
不
足
で
消
化
不
良

の
中
町
民
の
皆
さ
ん
に
不
満
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
年
度
内

に
執
行
す
べ
き
事
業
に
つ
い
て
は
、
少
し
づ
つ
で
も
前
へ
進
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
年
の
秋
祭
り
は
、
三
蜜
を
避
け
る
た
め
ど
の
地
区
も
神
事
の
み

で
、
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
一
日
も

早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
当
た
り
前
の
日
常
が
戻
っ
て
き
ま
す
よ
う

に
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

特
に
神
明
白
山
神
社
の
例
大
祭
に
つ
い
て
は
、
大
杉
の
倒
壊
に
よ

っ
て
生
じ
た
境
内
・
神
輿
・
笛
太
鼓
等
神
具
の
破
損
に
よ
り
、
困
難

を
極
め
て
い
ま
す
が
、
来
年
こ
そ
は
の
一
念
で
、
大
杉
の
再
生
を
含

む
境
内
地
の
整
備
、
補
助
制
度
を
活
用
し
た
神
輿
・
神
具
の
補
修
な

ど
に
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
参
り
ま
し
た
。 

特
に
祭
り
の
若
衆
の
皆
さ
ん
に
は
、
壊
れ
残
っ
た
楽
器
を
か
き
集

め
、
伝
統
の
音
色
を
絶
や
し
て
な
る
も
の
か
と
、
練
習
に
努
め
て
い

た
だ
き
、
大
変
心
強
く
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
・
教

育
委
員
会
も
、
お
祭
り
全
体
を
無
形
文
化
財
に
指
定
し
、
総
合
調
査

報
告
書
を
発
刊
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
応
援
し
て
く
だ
さ
り
、
感
謝

に
絶
え
ま
せ
ん
。
明
け
ぬ
夜
は
無
い
と
言
い
ま
す
。
今
は
共
に
耐
え

て
頑
張
り
、
来
年
こ
そ
は
、
穏
や
か
な
秋
の
一
日
を
迎
え
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

足
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

９
月
１
日 

祭
り
文
化
財
指
定
伝
達
式
・
大
杉
打
合
せ
会
議 

 
 

３
日 

商
工
課
・
秘
書
課
打
合
せ
会
議 

 
 

12
日 

秋
季
奉
仕
作
業 

18
日 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
Ｄ
Ｕ
取
材
打
合
せ 

20
日 

神
輿
修
繕
有
識
者
会
議 

24
日 

名
古
屋
大
学
研
究
グ
ル
ー
プ
記
者
発
表 

26
日 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
１
０
０
０ 

29
日 
瑞
浪
市
自
治
連
合
会 
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編
集
後
記 

 
 

 
 

稲
穂
の
黄
金
色
と
山
の
緑
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
鮮
や
か
な
大
湫
の
秋
で
す
。
こ
の
景
色
も
も
う
す
ぐ

始
ま
る
稲
刈
り
と
共
に
終
わ
り
、
ま
た
新
し
い
景
色
に

移
り
ま
す
。 

 

９
月
２０
日
の
敬
老
の
日
に
は
、
７５
才
以
上
の
方
、

７０
人
に
記
念
品
を
お
配
り
し
ま
し
た
。 

 

年
齢
を
聞
い
て
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
皆
さ
ん
す

ご
く
お
元
気
で
し
っ
か
り
な
さ
っ
て
い
ま
す
。 

 

大
湫
の
ほ
と
ん
ど
の
家
に
畑
が
あ
り
ま
す
。
若
い
頃

か
ら
野
菜
を
作
り
、
体
を
動
か
し
汗
を
か
き
、
前
の
年

に
は
こ
こ
に
ト
マ
ト
を
植
え
た
か
ら
今
年
は
こ
れ
に

し
よ
う
、
種
は
い
つ
蒔
い
た
ら
い
い
の
か
と
頭
も
使

い
、
収
穫
の
喜
び
も
あ
っ
て
や
り
が
い
を
見
つ
け
て
お

元
気
な
の
だ
ろ
う
と
、
大
湫
に
住
ん
で
み
て
思
い
ま

す
。
な
に
よ
り
も
、
ま
だ
ま
だ
若
い
者
に
負
け
ら
れ
ん

と
い
う
気
持
ち
が
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。 

 

い
つ
ま
で
も
、
お
元
気
で
い
ろ
い
ろ
教
え
下
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 M  

二
九

二
八

二
六

二
五

二
四

一
九

一
七

一
六

一
四

一
三

十 八 七 六 五 四 三 二 一 日

金 木 火 月 日 火 日 土 木 水 日 金 木 水 火 月 日 土 金 曜

広
報
委
員
会

公
民
館
講
座

『
親
子
リ
ト
ミ

ッ
ク

』

瑞
長
連
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

公
民
館
講
座

『
苔
玉
・
寄
せ
植
え
を
作
ろ
う

』

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

大
杉
保
存
活
用
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

公
民
館
講
座

『
パ
ン
作
り
教
室

」

足
又
八
幡
神
社
例
祭

集
ま
ろ
う
会
大
湫
太
鼓

公
民
館
講
座

『
親
子
リ
ト
ミ

ッ
ク

』

大
杉
再
生
検
討
会
議

公
民
館
講
座

『
草
木
染
め

』

神
田
白
山
権
現
社
例
祭

子
育
て
支
援
事
業
打
ち
合
わ
せ

転
入
対
策
委
員
会

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

文
化
祭
実
行
委
員
会

民
生
児
童
委
員
会
議

財
産
区
全
員
会
議

神
明
・
白
山
神
社
例
祭
・
安
全
祈
願
祭

集
ま
ろ
う
会
大
湫
太
鼓
 
中
止

区
長
会
・
幹
事
会 予

　
　
　
定

令
和
三
年
十
月
行
事
予
定

不燃ごみ：１０/５(火) ：資源ごみ：１０/２０(水)


